
学 長 定 例 記 者 会 見 要 項 

日 時： 平成２１年３月３日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

学 長 挨 拶 

発 表 事 項 

１．山形県議会との相互協力に関する協定の締結について 

２．初めての卒業設計展の開催について 

３．「とうほく MITRAI（みらい）」コースのコンソーシアム設立について 

４．純米大吟醸「山形大学２００９ 燦樹（きらめき）」の発売について 

お 知 ら せ 

１．山形大学学位記授与式、附属学校卒業式について 

２．食農の匠シンポジウムの開催について 

３．産学連携による研究開発人材育成プログラム成果報告会の開催について 

４．有機ＥＬ研究会第６回異業種交流会の開催について 

５．小さな科学者・体験学習会「マイナス２００度の世界」の開催について 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日 時：３月１８日（水） １１：３０～１２：００ 

場 所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階）



プ レ ス 発 表 資 料 

平成21年３月３日 
山 形 大 学 

山形県議会と相互協力協定を締結 

山形県議会と山形大学は，相互に協力することにより，地域の抱えるさまざ 

まな課題に適切に対応するとともに，魅力ある地域づくりの推進を目指して相 

互協力に関する協定を締結いたします。 

県議会と国立大学の間で，このような協定が締結されるのは全国でも初めて 

のケースとなります。 

１．相互協力協定の経緯と目的について 

山形県議会から，議会の活性化を図るために「新・山形県議会活性化検討委員 

会検討結果報告書」（平成２１年３月２日）に明示された「大学との協力関係」 

を推進するため，県内唯一の総合大学である山形大学と協定を締結したい旨の要 

望が寄せられました。山形大学としても，県議会における政策提言形成過程に協 

力することを通じて，間接的に地域づくりや産業振興に貢献することが可能とな 

るとともに，大学の諸環境の整備につながる効果が期待できるものとなります。 

以上の経緯により，県民を代表し県政の意思決定を行う山形県議会と，学術の 

中心として知的資源が集積する山形大学が相互に協力することにより，地域社会 

が抱えるさまざま課題に適切に対応するとともに，県内外の方にとって魅力ある 

地域づくりを進めていくことを目的として，相互協力協定を締結することにいた 

しました。 

２．相互協力事項の主な内容について 

（１）山形県議会の政策形成及び調査に関すること。 

（２）山形大学の教育・研究環境の充実に関すること。 

（３）その他相互協力の目的を達成するために必要な事項に関すること。 

３. 平成２１年度実施予定事項について 

議会の政策形成における山形大学からの専門分野に係る助言 など 

４．相互協力協定締結式等の日程について 

日 時：平成２１年３月６日（金） １４：００～ 

場 所：山形県議会 議長応接室 （山形市松波２－８－１） 

＊ 協定締結式終了後，意見交換会の開催を予定しております。 

（お問い合わせ） 

企画部社会連携ユニット 菊 地 

電話：０２３－６２８－４８４０



プ レ ス 発 表 資 料 

平成21年３月３日 
山 形 大 学 

山形大学地域教育文化学部生活環境科学コース 

初めての卒業設計展の開催について 

地域教育文化学部生活総合学科生活環境科学コースでは、 新たに改組した学部の 

完成年度になり、初めての卒業生を世に送り出します。 

「住まいと自然科学の融合」を基に、将来、建築士を目指す学生３名が、地域に 

根ざした建築卒業設計に取り組みました。 

今回はインフォメーションセンターで学生たちの建築模型ならびに図面の展示 

を行います。 

１．卒業設計展の日程等について 

日 時：３月９日（月）～３月２７日（金）１０：００～１６：３０ 

場 所：山形大学インフォメーションセンター（山形市小白川キャンパス） 

２．卒業設計展の概要について 

学生たちが作製した、建築模型ならびに図面の展示を行います。 

・加藤裕子 

「伝統的建築意匠ならびに構法の現代建築への応用」 

・宍戸 学 

「子ども環境としての遊び場デザイン」 

・藤原暁子 

「エコロジカルな地域再生デザイン」 

（お問い合わせ） 

地域教育文化学部 佐藤慎也 

電話：０２３－２２８－４３７７



プ レ ス 発 表 資 料 

平成21年３月３日 
山 形 大 学 

山形大学大学院理工学研究科ものづくり技術経営学（ＭＯＴ）専攻 

「とうほくMITRAI」コースのコンソーシアムを設立します。 

山形大学大学院理工学研究科ものづくり技術経営学（ＭＯＴ）専攻では、 

平成２０年１０月に「とうほく MITRAI（みらい）」コースを開設しました。 

この度、その活動を進めるためにコンソーシアムを設立し、設立総会及び 

記念講演会を３月１２日（木）に開催いたします。 

１．設立総会及び記念講演会の日程について 

日 時：平成２１年３月１２日（木） １３：００～ 

場 所：山形国際ホテル（山形市香澄町3-4-5 TEL 023-633-1313） 

内 容：記念講演会には、東京大学２１世紀ＣＯＥものづくり経営研究セン 

ターの藤本センター長をはじめ、著名な産官学からの来賓を予定し 

ています。 

２．「とうほく MITRAI（みらい）」コースとは 

アジアの優秀な学卒国費留学生を受け入れ、山形大学ＭＯＴで専門教育・日本 

語・日本の企業文化等の教育を実施するとともに就職支援までを一貫してサポー 

トし、グローバル展開を目指す日本国内企業（できれば山形）に就職させ国際競 

争力を強化するコースです。 

３．「とうほく MITRAI（みらい）」コースのコンソーシアム設立について 

(仮称:“もっとみらい”コンソーシアム) 

下記の目的に沿った活動を進めるために、山形県内企業・行政・大学からなる 

団体を設立します。 

・コンソーシアム委員会を設け、山形地域のものづくりの国際競争力強化に向け 

た課題と人財像に対する共通認識の形成、人財選抜での連携強化 

・人財育成のカリキュラムの内容や、インターンシップを中心とした現場教育で 

の協力体制の構築 

・留学生の就職並びに就職後の活躍を支援し、３年後の「アジア人財資金構想」 

事業終了後に自活した展開ができる体制づくり 

・専用サーバーからの相互発信情報共有による会員拡大 

（お問い合わせ） 

大学院理工学研究科 

MOT/VBL/産学連携担当教授 松田 修 

電話：０２３８－２６－３６３２
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経済産業省・文部科学省共同「アジア人財資金構想」高度専門留学生育成事業（3ヵ年）を活用してアジアから優秀な留学生を受け入

れる「とうほくみらいコース」が山形大学で昨年よりスタートしました。これにともない山形の国際競争力強化に貢献するための課題

と人財像に対する共通認識の形成、人財育成プログラムにおける産学官の連携強化、3年後の「アジア人財資金構想」の事業終了後

の自活、拠点となる海外協力支援センター設立の検討等を目的として産学官共同の“もっとみらい”（Management of Technology, 

と Monozukuri Industry Talents Relating to Asian Innovationの頭文字）コンソーシアム（共同目的に沿った活動を進めるため

の団体）を結成します。多くの企業、団体、行政、個人の参加をお待ちいたします。

第一部に参加申し込みの方は「もっとみらいコンソーシアム」会則で定められた会員としてコンソーシアム諸活動を支えてい
ただきます。（事業所名とご氏名をご記入のうえお申し込みください。）
第二部のシンポジウムのみの参加も OK です。特に、グローバル化が進む現代の産業界において「ものづくり力」で未来を
拓こうとする企業にとって、今回の記念講演はまたとない機会です。多数のご参加をお待ちします

“もっとみらい”コンソーシアム
山形産学官コンソーシアム設立とグローバルものづくり人財シンポジウム

平成21年 3月12日木
　　　第一部：13：00～13：45（設立総会）
　　　第二部：14：00～17：00（シンポジウム）

会場　山形国際ホテル ２F 「平成」
　　　山形市香澄町３－４－５

主催　山形大学とうほくみらいMOTコース事務局
お申し込み先　（担当教授：松田／窓口：山本 0238-26-3622） Fax：０２３８－２６－３７７２

申　込　書

お申し込み

内　容

第一部

・コンソーシアム設立総会　会長・副会長・幹事・会則の承認

第二部

・記念講演 「ものづくりと人財育成」　　　
　東京大学21世紀COEものづくり経営研究センターセンター長
 教授　藤本　隆宏 氏

・パネルディスカッション 「グローバル化と人財育成」　　　　
　パネリスト

　東京大学大学院経済学研究科 准教授　新宅純二郎 氏
　株式会社YCC 代表取締役社長　津志田光弘 氏
　エムテックスマツムラ株式会社 代表取締役副社長　長谷川征男 氏
　NECパーソナルプロダクツ株式会社　 （未定）氏

　パーソナリティ

　山形大学 副学長　小山　清人

参加者名

住　　所

連 絡 先

参加者名

住　　所

連 絡 先

会 場



What’s コンソーシアム？
人財を地域に残す仕組みづくり

　「とうほくものづくり国際人財育成プ

ログラム（略称：とうほくMITRAI）」に

おいてコンソーシアムは地元企業・地方

自治体・大学が連携して推進するもの

で、日本の企業で働くために必要な技

術、知識を学ぶ留学生をサポートし、人

と人、人と仕事、人と地域、人と世界を

有機的につなげ地域に人財を残す仕組

みです。

　コンソーシアムの具体的な役割として

本プログラムでは、①山形地域のものづ

くりの国際競争力に向けた課題と人財像

の実績がある企業の皆さまの協力を得

て、3回にわたる「コンソーシアム設立準

備委員会」を開催。企業のグローバル

化、魅力ある企業づくりの即戦力となる

人材育成のために求めることなどをヒア

リングし、本プログラムに反映させてき

ました。平成21年度は、2年目に入る留

学生のインターンシップ、就職活動や企

業の第一線で活躍なさっている実務者を

講師としてお招きしての授業なども予定

しておりますのでぜひ、皆さまの温かい

ご支援、ご協力をお願いします。

に対する共通認識の形成、人財選抜での

連携強化、②人財育成プログラムにおけ

る連携強化、③3年後の「アジア人財資

金構想」事業終了以降、自活した展開が

できる体制づくり、④拠点となる「海外

協力交流センター（仮称）」設置に向け

た検討、以上の4点を掲げています。

平成21年度は留学生のインターンシップ、

就職活動などが予定されています

　本プログラムは、平成21年3月にコン

ソーシアムを設立します。その前段階とし

て、海外に拠点がある企業、外国人雇用

コンソーシアムの役割 プログラムの実施体制図



プ レ ス 発 表 資 料

平成21年３月３日
山 形 大 学

「純米大吟醸酒 山形大学２００９燦樹（きらめき 」が）

発売されることになりました。

高坂農山形大学農学部附属やまがたフィールド科学センターエコ農業部門（
たかさか

で栽培された酒造好適米「出羽燦々」を１００％使用した山形大学オリジ場）

ナル『純米大吟醸酒 山形大学２００９ 燦樹（きらめき） 』が、山形大学生

活協同組合により３月９日（月）に販売開始されます。

１ 「純米大吟醸酒 山形大学２００９燦樹（きらめき 」を発売． ）

山形大学オリジナル「純米大吟醸酒 山形大学２００９燦樹（きらめき 」が３月９）

日（月）に販売開始されます。

販売本数は、７２０ｍｌ瓶で生酒８００本、熱処理した火入酒１，２００本の合計

２，０００本程度となる見通しです。

昨年発売した「山形大学２００８ 燦樹」の生酒６００本は、１箇月程で完売いたし

ましたので、本年は生酒の醸造を２００本増やしました。

２．原料米は附属農場産出羽燦々１００％ 使用の純米のお酒

原料米は、山形大学農学部附属やまがたフィールド科学 高坂農センターエコ農業部門（
たかさか

場）で栽培された酒造好適米「出羽燦々」を１００％使用し、鶴岡市大山の蔵元・渡

會本店に醸造を依頼した純米大吟醸酒です。

高坂農場では、２００５年に「出羽燦々」の実験栽培を始め、２００６年から６０
たかさか

アールで本格栽培をしてきました。

昨年及び一昨年は、鶴岡市羽黒の蔵元・竹の露に醸造を依頼いたしました。

農学部のある庄内地方はもとより、山形県内には多くの蔵元があることから、蔵元に

よる違いも楽しんでいただきたいとの想いもあり、今回醸造依頼先を変更いたしまし

た。

来年以降も、地域の蔵元にご協力をいただきながら醸造していきたいと考えておりま

す。



３．山形大学の広告塔のひとつとして

「地域にしっかりと根ざし、世界に燦然と輝く山形大学であり続けてほしい」との願いが

込められた「燦樹（きらめき 」を、本学教職員及び学生の出張や帰省の際のお土産品と）

してはもとより、地域の方々にもご利用していただき、キラリと光り発展する山形大学の

好感度アップにつなげたいと考えております。

４．売上の一部は 「山形大学未来基金」及び「山形大学学生支援基金」に寄付され、奨学、

金として活用されます

今回は、供給高にして約３４０万円分が販売されますが、完売した場合で約２４万円が

「山形大学未来基金」及び「山形大学学生支援基金」に寄付されます。

この基金は、学生の奨学金として活用されています。

５．発売前の３月５日に鶴岡キャンパスにて「新酒発表会」を開催します

３月５日（木）の１８時００分から、山形大学農学部の農学部会館において 「新酒発表、

会」を開催いたします。

６．販売価格等について

価格は、７２０ｍｌ瓶入り生酒が１，７００円／本、熱処理した火入酒も１，７００円／

本です。熱処理した火入酒は４月の販売開始予定です。

商品は、山形大学の４キャンパス（小白川地区、飯田地区、米沢地区、鶴岡地区）内にあ

る山形大学生活協同組合で購入することができます。

また、山形大学生活協同組合のホームページからも購入することができます。

７．本日お集まり頂いた報道機関各社様には、１社につき１本、見本を進呈いたします

（お問い合わせ）

山形大学生活協同組合 理事会室

電話：０２３（６４１）４３８０

山形大学農学部企画広報室

電話：０２３５（２８）２８０３



プレス通知資料 （概 要） 

平成２ １年 ３月 ３日 
山 形 大 学 

１．山形大学学位記授与式等について 

（概要）平成２０年度山形大学学位記授与式を下記のとおり挙行いたします。 

式当日の取材に際しては、壇上での撮影は差し支えありませんが、式進行の妨げと 

なるような行為は慎んでいただき、円滑な進行にご協力をお願いいたします。 

また、学長告辞については、当日に配布いたしますが、式終了後に公表願います。 

なお、各附属学校（幼稚園・小学校・中学校・特別支援学校）の卒業（園）式につ 

きましても、併せてお知らせいたします。 

【山形地区】 

●人文学部・地域教育文化学部・理学部・医学部 

社会文化システム研究科・教育学研究科・理工学研究科・医学系研究科 

日 時：平成２１年３月２５日（水）１０：００開式 

会 場：山形県体育館 

式次第：１ 開式のことば 

２ 学士学位記授与・修了証書授与 

３ 修士学位記授与 

４ 博士学位記授与 

５ 学長告辞 

６ ほたるの光 斉唱 

７ 閉式のことば 

問い合わせ：総務部総務ユニット 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４００６ 

【米沢地区】 

●工学部・理工学研究科 

日 時：平成２１年３月２２日（日）１０：００開式 

会 場：米沢市営体育館



式次第：１ 開式のことば 

２ 学位記（学士）授与 

３ 学位記（修士）授与 

４ 学位記（博士）授与 

５ 学長告辞 

６ 卒業生代表答辞 

７ 優秀学生表彰 

８ 米沢工業会賞表彰 

９ ベスト・ティーチャー賞表彰 

１０ 閉式のことば 

問い合わせ：工学部事務ユニット企画総務チーム 

（ＴＥＬ）０２３８－２６－３００５ 

【鶴岡地区】 

●農学部・農学研究科 

日 時：平成２１年３月１７日（火）１１：００開式 

会 場：東京第一ホテル鶴岡 

式次第：１ 開式のことば 

２ 学位記（修士）授与 

３ 学位記（学士）授与 

４ 学長告辞 

５ 卒業生代表答辞 

６ 閉式のことば 

問い合わせ：農学部事務ユニット（総務担当） 

（ＴＥＬ）０２３５－２８－２８０５ 

【附属学校】 

●附属幼稚園 

日 時：平成２１年３月１５日（日）１０：００開式 

会 場：附属幼稚園遊戯室 

問い合わせ：附属幼稚園 

（ＴＥＬ）０２３－６４１－４４４６



●附属小学校 

日 時：平成２１年３月１９日（木）９：００開式 

会 場：附属小学校体育館 

問い合わせ：附属小学校 

（ＴＥＬ）０２３－６４１－４４４３ 

●附属中学校 

日 時：平成２１年３月１６日（月）９：１０開式 

会 場：附属中学校体育館 

問い合わせ：附属中学校 

（ＴＥＬ）０２３－６４１－４４４０ 

●附属特別支援学校 

日 時：平成２１年３月１８日（水）１０：００開式 

会 場：附属特別支援学校体育館 

問い合わせ：附属特別支援学校 

（ＴＥＬ）０２３－６３１－０９１８ 

２．食農の匠シンポジウムの開催についての開催について 

（概要）研究開発から消費にいたる価値創造プロセスを理解し、実践できる食農分野の新し 

い商品づくりのエキスパートを養成する「食農の匠育成プログラム」では、首都圏流 

通関係者等への「山形大学食品ＭＯＴ」のＰＲと最上地域の食農産業振興の取り組み 

を紹介するためにシンポジウムを開催いたします。 

日 時：平成２１年３月１７日（火）１４：３０～１９：００ 

会 場：キャンパス・イノベーションセンター （東京都港区芝浦 3-3-6） 

内 容： 

・講演；「食農の匠」について 

地域再生計画と「食農の匠」について 

山形県の「食産業」の東京進出 

・「食農」関係を活性化するための意見交換会 

・最上地域の「食材」の紹介等 

問い合わせ ：山形大学東京サテライト 

（ＴＥＬ）０３－５４４０－９０７１



３．産学連携による研究開発人材育成プログラム成果報告会の開催について 

（概要） 企業の研究開発現場に学生が参加し課題の解決に取り組むのが産学連携による研究開 

発人材育成プログラムです。この新たな取り組みを、学生と一緒に報告させていただき 

ます。

日 時：平成２１年３月１６日（月）１４：１５～１７：４５ 

会 場：キャンパス・イノベーションセンター５階（東京都港区芝浦 3-3-6） 

問い合わせ ：山形大学大学院理工学研究科 高度人材育成プログラム事務局 

（ＴＥＬ）０２３８－２６－３０２２ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

４．有機ＥＬ研究会第６回異業種交流会の開催について 

（概要）有機ELには、パネルメーカーをはじめ、発光材料、周辺材料、製造装置、検査装置メ 

ーカーなど、多くの業種の企業が関わっています。これらの企業はこれまでなかなか一 

堂に会する機会がなく、情報発信も一方通行になったり、情報に偏りが生じたりと、異 

業種企業間での情報交換の場がありませんでした。そこで、本研究会では企業間の交流 

を深めるため、異業種交流会を開催しております。 

日 時 ：３月１３日（金）１３：００～１９：００ 

場 所 ：伝国の杜、上杉城史苑（米沢市丸の内 1-2-1 Tel：0238-26-8000） 

内 容 ：関連企業30社及び有機ＥＬ研究所に5分程度のショートプレゼンテーショ 

ンを、その後、パネル展示していただき、その場で名刺交換会を兼ねた交 

流会を行います。 

参加企業：ソニー、NECライティング、パナソニック電工、コニカミノルタテクノロ 

ジーセンター、東北デバイス、ルミオテック、住友化学、神戸天然物化学 

(株)、和光純薬、日本フッソ工業(株)、上海ケムパートナー、日本ゼオン 

(株)、ウィックス、トッキ(株)、日立造船(株)、エフ・ティ・エス コーポ 

レーション、日立ハイテクトレーディング、アクセル、フジキン、アテネ、 

岡崎製作所、雄山(株)、ヴァイサラ、住化分析センター、アルバックファ 

イ、コニカミノルタセンシング、三ツワフロンテック、テクノス、アイサ 

プライジャパン(株)、ライト・ブリッジ・アソシエーション、有機エレ研 

問い合わせ ：(社)高分子学会 有機ＥＬ研究会係 

〒104-0042 東京都中央区入船 3-10-9 新富町ﾋﾞﾙ 6F 

TEL 03-5540-3771 FAX 03-5540-3737



５．小さな科学者・体験学習会「マイナス２００度の世界」の開催について 

（概要）理学部では，親子で参加できる実験イベントを企画しています。 

超低温の不思議な世界を体験してみませんか。 

日 時 ：３月１４日（土）１３：３０～１５：３０ 

場 所 ：山形大学ＳＣＩＴＡ（サイタ）センター（山形市小白川キャンパス） 

問い合わせ ：ＳＣＩＴＡ（サイタ）センター 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４５０６ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕










